
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：平成２２年１１月５日（金） １８：００～ 

  会 場：山口大学常盤キャンパス 先端研究棟３階 セミナー室 

講 師：奥山 茂 山口大学客員教授 

（大正製薬株式会社 上席理事 医薬研究本部・本部長） 

参加費：無料 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  主 催：山口大学 産学公連携・イノベーション推進機構 

問い合わせ・申し込み先： 

       山口大学 産学公連携・イノベーション推進機構 

       TEL：0836-85-9961 FAX：0836-85-9962 

       E-Mail：yuic@yamaguchi-u.ac.jp

日本の国民医療費は毎年増加し、2009 年には 35 兆円を越えた。その中で薬剤費は約７％で

ある。国は医療費削減のため、2001 年医療制度改革大綱において、薬剤費軽減のため、後

発品（ジェネリック医薬品）の使用促進策を発表した。 

 

ジェネリック医薬品は新薬（先発医薬品）の特許期間が終了した後発売される。ジェネリック医

薬品は新薬と比較して、動物試験＆臨床試験は行わず、安定性、および新薬との生物学的

同等試験（新薬と同じ速さ、同じ量で薬の有効成分が血液中に入っていくかどうかを調べる試

験）に適合すれば販売できる。新薬と比べ開発期間が短く、開発コストが大幅に抑えられるた

め、薬代が安く設定される。薬の品質の面では、新薬同様に、薬事法に基づく、さまざまな厳

しい規制・基準を守って、開発・製造・発売される。 

 

2008 年 4 月に処方せん様式が変わり、患者さんがジェネリック医薬品をさらに選択しやすくな

った。すなわち、処方箋にジェネリック医薬品への『変更不可』の欄に医師のサインがなけれ

ば、患者さんは薬剤師とご相談のうえ、ジェネリック医薬品を選ぶことができる。特許が満了し

た新薬をすべてジェネリック医薬品に替えれば、国の医療費を年間約 1 兆円も節減できるとい

われている。今回は、新薬と比較して、ジェネリック医薬品のメリットおよびデメリットについて

講演します。 

新新薬薬（（先先発発医医薬薬品品））vvss..  

ジジェェネネリリッックク医医薬薬品品（（後後発発医医薬薬品品））のの  

                          メメリリッットト//デデメメリリッットト

特別講演会 

＊山口大学の学生は、お申し込みは必要ありません。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申し込み先：山口大学 産学公連携・イノベーション推進機構 

TEL：0836-85-9961 FAX：0836-85-9962 

E-Mail：yuic@yamaguchi-u.ac.jp 

申込表（本紙をファックス,または同様のフォーマットでメールにてお申込ください。） 

↓↓FAX：0836-85-9962↓↓ 

 

名 称 
新薬（先発医薬品）vs.ジェネリック医薬品（後発医薬品）のメリット/デメリット 

（奥山 茂 氏） 

氏 名 
（4 名までお書き

いただけます） 

  

  

ご所属  

ご所属住所  

TEL  FAX  
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会会場場へへののアアククセセスス：： 


